





Formation and changes of the covered alley of Oomachi 
that were Yorii-machi of a middle age Tochio castle 
Research regarding the occurrence and changes of the covered alley 
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  At Oomachi undergoes the heavy snowfall that reaches 3～4 m, the eaves was build every 
several houses from the 16th century middle when Yorii-machi of the Tochio castle was 
formed while, and was securing traffic.  This the model the street with a snowy country 
original covered alley was formed Genna period(1615～1623) in Takada ,and in Kanei 19 
(1642) in Nagaoka.  Covered alley in the store after the 18th century middle  becomes 
prosperous inside prefecture all area while, and be reaching at present.   












図１は昭和 20(1945)年の豪雪時の大町の様子である．三八豪雪と称された 1963 年の 4
ｍ 28 ｃｍ以外栃尾市中心部における豪雪の記録は殆ど残っていないが，大町にある栃尾
消防署の 30年間の平均年最深積雪深は 1ｍ 58ｃｍである．これに対し，上越市の高田測
候所のそれは 1 ｍ 38 ｃｍである．従って，栃尾と高田はほぼ同じ積雪深の見られる豪雪
都市である．参考までに高田における江戸時代以降，最高積雪深が 3ｍを越した豪雪年を
示すと，1665年(424cm)，1732年，1741年，1744年，1749年(485cm)，1751年，1752
 年，1783 年，1814 年(455cm)，1834 年，1841 年，1856 年，1886 年，1892 年，1927
年，1945年，1986年の如く 17回あり，約 20年周期で豪雪に繰り返し襲われている． 
 


























Fig2 Figure Folding screen at Rakuchu Rakugai, Tensyo 2(1574)［5］ 
 
































































住宅 雁木・店・座敷 茶の間・台所・勝手 納屋・土蔵

















































Fig6 Space structure of the artisan's house of Tochio 



















Fig7  Situation of Oomachi at the Taisyo Era (1912-1926)［８］ 
 文化・文政期(1804-1828)頃に現在の民家形式の原型が一般化している．中越地域一帯は
文政 11(1828)年の三条地震（Ｍ6.9）で大きな被害を受けているが，これを契機に被害の
少なかった妻入り船枻造り形式の町家が見られるようになり，石置き屋根の 2階建ての家
づくりもそれ以降に進み，大正時代にはFig7のような景観を呈するようになった． 
 9．土蔵の発達 
絵図を見ると，表に面する母屋の規模で建物が描かれ，そこに屋号が付されている．現
在の町家の内，小さな家は母屋だけ，母屋と裏庭の構成であるが，大きな家の場合，2 列
型の母屋・裏庭・渡り廊下・土蔵という構成を採っている．このように裏側に廊下が延び，
土蔵が建てられるようになったのは，農家において中門と呼ばれる増築が盛んに行われた
と同じ明治中頃と推察される．これによって，それまで裏側でも庇を連続させ冬の通行を
確保していた姿が見られなくなったと考えられる． 
 
10．現在の大町の雁木 
現在の大町の雁木通りの家並みに見られる建物は，明治期のものは少なく，大正 15(1925)
年の栃尾大水害以降に建てられた昭和初期から戦前の建物が古いものとなっている．昭和
30年頃に繊維の好景気の時代があって建て替えられ，その後も徐々に建て替えられている
が昔ながらの景観は良く保存されている．表通りの雁木の他に，小路に入った所やその奥，
昔の長屋の前にも数軒で構成された雁木が見られる． 
 
11．考察（まとめ） 
 栃尾城下の大町は中世の山城の根小屋集落から発達したもので，近世の城下町のように
都市計画的に整備されたものではなかった．従って，高田や長岡のように整然とした雁木
のある町並みが形成されたのは，江戸時代中期以降と推察される．しかしながら，大町は 3
～4ｍにも達する豪雪に見舞われる中で，栃尾城の寄居町が形成された 16世紀中頃から自
然発生的な形で数軒毎に母屋の表側や裏側に庇を設け，通行を確保していた．これを手本
にして近世初期の城下町造りの中で高田では元和年間(1615～14623)に、長岡では寛永十九
(1642)年に，雪国独特の雁木のある町並みを形成させた．これが 18世紀中頃以降、店商い
が盛んになる中で，県内全域に拡大して現在に至っていると整理できる． 
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